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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
が
止
ま
ら
な
い
中
、
東
京
都

に
４
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
。
世
論
の
不
安
視
す
る

声
を
無
視
す
る
が
の
如
く
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無
観

客
と
は
い
え
、
直
前
で
あ
り
な
が

ら
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
る
の

は
今
の
国
民
の
素
直
な
答
え
で
は

な
い
か
。
私
た
ち
の
命
や
安
全
は
二
の
次
で
国
民
の
支
持

率
や
秋
の
衆
議
院
議
員
選
挙
を
意
識
し
た
菅
政
権

の
メ
ン
ツ
で
し
か
な
い
。

　
そ
の
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
も
あ
て
は
ま
る
の

で
は
な
い
か
。
い
ま
職
場
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
説
明
動
画
を
見
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
質
疑
も
な
く
一
方
通
行
、
あ

と
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
見
て
対
応
し
ろ
と
言
わ
ん

ば
か
り
で
あ
る
。「
黙
っ
て
従
え
ば
い
い
」
と
い

う
企
業
体
質
、「
仕
方
な
い
」
と
い
う
職
場
風
土

は
、
様
々
な
事
象
と
し
て
現
場
に
現
れ
て
い
る
。

　
安
全
面
で
は
、
昨
年
の
11
月
５
日
、
田
沢
湖
線

・
赤
渕
駅
〜
大
地
沢
信
号
場
間
で
グ
ル
ー
プ
会
社

の
工
事
管
理
者
が
沿
線
撮
影
作
業
を
行
う
際
、
線

閉
着
手
前
と
知
り
な
が
ら
建
築
限
界
内
に
レ
ー
ル

ス
タ
ー
の
搬
入
を
行
っ
た
。
驚
い
た
の
は
、
線
閉

責
任
者
と
作
業
責
任
者
は
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
て
い

る
認
識
は
あ
る
も
の
の
作
業
時
間
短
縮
の
た
め
に

や
む
を
得
な
い
と
考
え
注
意
を
せ
ず
、
指
令
か
ら

の
問
い
に
「
行
っ
て
い
な
い
」
と
虚
偽
の
報
告
も

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
の
６
月
16
日
、
米
坂
線

・
手
ノ
子
〜
羽
前
沼
沢
間
で
、
作
業
区
間
を
誤
っ

て
レ
ー
ル
ス
タ
ー
を
載
線
し
列
車
と
衝
撃
し
た
事

象
で
は
、
線
閉
責
任
者
と
工
事
指
揮
者
は
、
地
図

ア
プ
リ
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
土
地
勘

が
な
く
作
業
箇
所
を
25
㎞
も
間
違
え
て
到
着
し
、

し
か
も
そ
の
作
業
箇
所
は
翌
日
に
作
業
す
る
予
定

の
箇
所
で
、
線
路
に
立
ち
入
り
す
る
際
に
も
何
も
確
認
し

な
か
っ
た
よ
う
で
、
作
業
者
が
列
車
に
気
付
い
た
の
は
わ

ず
か
64
ｍ
手
前
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
て
待
避
す
る
こ
と
が
で

き
ず
ト
ン
ネ
ル
出
口
ま
で
走
行
さ
せ
降
車
し
、
レ
ー
ル
ス

タ
ー
を
載
線
し
た
ま
ま
退
避
し
た
。
ま
さ
に
命
を
落
と
し

て
も
お
か
し
く
な
い
事
象
で
あ
る
。
他
に
も
保
守
作
業
誤

り
は
後
を
絶
た
ず
、
こ
の
こ
と
は
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則

の
「
29
」
の
事
象
と
し
て
、
私
た
ち
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
本
体
で
担
っ
て
き
た
業
務
を
、
グ
ル
ー
プ
会

社
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
、
下
請
け
会
社
、
孫
請
け
会
社
へ

と
、
鉄
道
事
業
を
十
分
に
経
験
し
て
い
な
い
会
社
が
担
う

よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
安
全
文
化
、
特
に

様
々
な
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
重
要
性
が
理
解

さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
発

生
主
義
と
な
り
、
対
策
が
対
策
と
し
て
成
り
立
た
ず
、
鉄

道
事
業
の
担
い
手
も
育
た
ず
、
そ
の
結
果
、
命
や
安
全
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
あ
る
運
輸
職
場
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
組
合

員
の
葬
儀
に
対
し
、
耳
を
疑
う
よ
う
な
会
社
対
応
が
さ
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
会
社
が
葬
儀
を
仕
切
り
、

葬
儀
に
参
列
し
て
香
典
を
出
し
た
い
と
い
う
社
員

に
対
し
、「
参
列
者
を
個
別
に
声
掛
け
し
て
人
数

を
制
限
し
て
い
る
」「
気
持
ち
は
わ
か
る
け
ど
遠

慮
し
て
ほ
し
い
」「
そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
自
己

満
足
だ
ろ
。
自
分
の
気
持
ち
だ
け
で
遺
族
の
こ
と

を
考
え
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
心
無
い
言
葉
が
返

っ
て
き
た
そ
う
だ
。
し
か
し
分
会
が
葬
儀
場
に
連

絡
す
る
と
「
通
夜
に
は
一
般
の
方
も
お
越
し
頂
け

る
。
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
も
県
外
の
方
も
含
め

て
人
数
制
限
は
か
け
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
嘘
を
つ
い
て
ま
で
会
社
が
葬
儀
を
取
り
仕

切
ろ
う
と
し
た
こ
の
事
象
は
、
今
の
企
業
体
質
を

物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、「
赤
字
コ
ロ
ナ
禍
」
に
乗
じ
た

上
意
下
達
、
物
言
え
な
い
風
土
、
安
全
や
働
き
が

い
を
奪
う
事
象
は
各
地
本
定
期
大
会
で
も
報
告
が

さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
職
場
に
は
埋
も
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を

許
し
て
い
る
の
も
現
場
で
働
く
私
た
ち
で
も
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
企
業
体
質
、
職
場
風
土
に
ど
の

よ
う
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
べ
き
か
が
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
と
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
本
部
は
「
８
・
９
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す

る
。
職
場
で
発
生
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
き

ち
ん
と
共
有
し
、
会
社
の
狙
い
や
、
現
実
に
踏
ま

え
て
私
た
ち
の
組
織
展
望
を
議
論
し
、
本
部
を
は

じ
め
部
会
や
バ
ス
本
部
か
ら
提
言
を
示
し
、「
職
場
と
仕

事
と
生
活
を
守
る
た
め
」
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
企
業
体
質
に

立
ち
向
か
っ
て
い
く
意
思
統
一
を
め
ざ
し
て
い
く
。

　「
仕
方
な
い
」
と
た
た
か
い
切
れ
な
か
っ
た
21
春
闘
の

課
題
、
総
括
に
も
と
づ
い
て
、
夏
季
手
当
の
た
た
か
い
で

は
再
申
し
入
れ
を
行
い
、
粘
り
強
く
生
活
実
態
を
訴
え

た
。
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
重
苦
し
い
職
場
の
雰
囲
気
に

一
石
を
投
じ
、
今
後
の
組
織
展
望
の
道
筋
を
切
り
開
い

た
。
あ
き
ら
め
感
、
閉
塞
感
を
吹
き
飛
ば
す
た
め
に
全
組

合
員
で
職
場
議
論
を
強
化
し
よ
う
！

ＪＲ東日本の企業体質に対して、ＪＲ東労組の姿勢
が問われている！ 夏季輸送に万全な体制で臨もう！

申１号 第40回定期大会発言に基づく申し入れを提出！第40回定期大会発言に基づく申し入れを提出！

　6月21日開催の第40回定期大会では、コロナ禍における列車運行の確保のため

に各系統で奮闘してきたにも関わらず夏季手当が昨年度以下となったことへの

怒りや、安全と施策に関する問題点などが発言されました。

　「新たなジョブローテーションの実施」についても、一部の職場でキャリアプラ

ンを全く無視した納得感のない異動が行われている現実や、新たに実施したワ

ンマン運転についても教育が実施直前となり混乱するなど、安全がトッププラ

イオリティとして位置づけられているとは到底思えない職場実態、そして上意

下達で現場の声に踏まえない企業風土を指摘する声があり危機感を持ちました。

　会社の発展には、組合員・社員の力が必須です。本部は職場を代表する代議

員からの切実な発言に基づき、安全・健康・ゆとり・働きがいを実感できる企

業風土を目指して団体交渉に臨みます。

安全第一でモチベーションを向上できる職場を目指して、
 組合員の声に踏まえて団体交渉で要求実現を目指そう！

【申し入れ項目】

１． ＪＲ東日本およびグループ会社・パートナー会社等で発生する事故・事象に対する原因

究明を行い、同種事故の防止に向けた対策を講じ、命を守ることを最大の価値基軸に、

安全第一の職場風土を構築すること。

２． 「変革2027を踏まえた新たなジョブローテーション」の実施から１年以上経過する中に

おいても、未だに組合員の納得感が得られない事象や異動先での課題等も発生している

ことから、検証を行い、団体交渉等における労使確認事項を遵守すること。

３． 「ワンマン運転の拡大」に伴い、新たに実施したワンマン運転において発生している課

題を把握し対策を講じること。

４． 新型コロナウイルス感染症対応に対する特別手当として、全従業員（出向者含む）対象

に一律５万円を期末手当とは別途、支給すること。

申２号
「新ＪＩＮＪＲＥシステム導入に伴う組合費控「新ＪＩＮＪＲＥシステム導入に伴う組合費控
除取り扱い変更に関する解明申し入れ」提出！除取り扱い変更に関する解明申し入れ」提出！

　5月20日、会社から「10月から新ＪＩＮＪＲＥシステムに変更となるため、Ｊ

Ｒ東労組で行ってきた方法での組合費控除はできなくなる」と説明を受けまし

た。

　ＪＲ東労組の組合費控除は「賃金控除に関する協定付属覚書」に則り、労使

慣行として行われてきました。そこで「従来の覚書に則る方法による組合費控

除を労使合意としたい」旨を会社に伝えました。しかし、会社は「10月以降は

現方法では継続できない」とし「労働組合が行う共済事業の掛金及び組合費控

除等の賃金控除に関する覚書案」を示し、締結の検討が求められました。多く

の地本から「納得できない」との声がある中、会社は7月8日に「平成4年1月16

日に締結した賃金控除に関する協定付属覚書の解約について」を交付してきま

した。

　ＪＲ東労組は、会社による新システムの導入に伴い、一方的に取扱いの変更

が示されたこと、そして労使議論中にも関わらず「賃金控除に関する協定付属

覚書」の解約通知が示されたことに対し、納得できません。協約等に関わる議

論は、締結相手の了解を得るべく誠実な努力・配慮を行ったうえでの「労使合

意」を前提とすべきであることから、全6項目を申し入れを行いました。

組合員や職場の役員の負担増につながる可能性があることから、
丁寧な労使議論を経た「新たな覚書の締結」を求めていきます！

【主な申し入れ項目】

●  組合費の控除方法の変更にあたり、ＪＲ東労組の了解を得るべく誠

実な努力・配慮を行わなかった理由について明らかにすること。

●  組合費の控除方法の変更および「賃金控除に関する協定附属覚書」

を見直す理由を明らかにすること。

●  組合費の控除方法の変更点を明らかにすること。また、組合費の控

除以外の項目について変更点はないのか明らかにすること。

申３号
「安全で安心して働ける医療機関等の「安全で安心して働ける医療機関等の
実現に向けた申し入れ」提出！実現に向けた申し入れ」提出！

　医療職場では、新型コロナウイルス感染症の爆発的な流行とその対応など、

企業立病院の役割を超えて、地域医療に貢献しています。しかし今後、人の往

来増加が考えられる以上、組織として感染防止のリスクマネジメントの徹底の

必要性が増しています。そのような中でも、医療職場で働く組合員・社員は医

療や看護の質を下げることなく、業務の確実な遂行と医療職場で働く社員の働

きがい、より良質な医療や看護を提供するために奮闘しています。

　したがって、安全で安心して働ける職場と、ハラスメント等もなく誰もが話し

かけやすい・働きやすい風通しの良い職場環境とするために、全12項目を申し

入れました。 （詳しい内容は業務部速報をご参照ください。）

安全・健康・ゆとり・働きがいが持てる
 医療職場をつくるため、共に議論しよう！

安全第一の企業文化をつくり出すために、
 職場から議論を巻き起こそう！

　6月17日に会社から「業務委託駅における人身事故等が発生した場合の現地責

任者業務の委託範囲について」の説明を受けました。「さらなる輸送品質の向上

を図るために、管理しているエリア内の業務委託駅に駆けつけて、現地責任者

業務を行える運用とする」と示されていますが、安全を確保し、命を守ること

ができるのか強い問題意識があります。この提案は、2014年以降、労使で議論

して議事録確認を締結している内容です。

　ＪＲ東労組は、安全を第一とするＪＲ東日本グループをつくり上げるために

全６項目を申し入れました。 （詳しい内容は業務部速報をご参照ください。）

申４号
「業務委託駅における人身事故等が発生し「業務委託駅における人身事故等が発生し
た場合の現地責任者業務の委託範囲についた場合の現地責任者業務の委託範囲につい
て」に関する申し入れ提出！て」に関する申し入れ提出！


